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織姫公園内 機神山山頂古墳【市指定史跡】

＜足利の文化財（史跡）シリーズ＞

孔先生が言った。「学問も人柄も、ともにすぐれ
た君子と言われる人物は、自分に対して公明正
大で、おごそかで慎み深いが、それを他人にも
求めて、争うようなことはない。また、君子は、ど
のような人物とも和合するが自分を失って、
偏った仲間を作ることはない。」

通 釈

（衛霊公第十五㉑） 史跡 足利学校「論語抄」より

子曰、君子矜而不争。
羣而不党。
し いわく、
「くんしは おごそかにして あらそわず。
ぐんして とうせず。」と。

論 語 抄



あなたに語る心の言葉

故　相田　みつを
・ 大正13年、足利に生れる
・ 昭和17年、県立足利中学校を卒業
・ 同年、曹洞宗高福寺（家富町）の禅僧、武井哲應師に出逢い、
  在家のまま師事、仏法を学ぶ。平成3年12月逝去

　　　　　　　　　　　　　　　　　「にんげんだもの」より

足利税務署幹部の人事異動
＜転 入 者＞ ＜転 出 者＞

令和6年 7月10日付足利税務署からのお知らせ

職　名課・部門 旧　所　属氏　名

署 長

課 　 長

統 括 官

総 　 務

法 　 人

三上　寛治

小林　徹也

宮田　雅巳

東京局国税訟務官室主任国税訟務官

関信局特別整理第一課課長補佐

浦 和 署 特 別 調 査 情 報 官

職　名課・部門 新　所　属氏　名

署 長

課 長

統 括 官

総 　 務

法 　 人

高橋　宏美

横山ゆきの

森谷　弥加

桐 生 署 長

関信局情報システム課課長補佐

下館署法人課税第一部門統括官

表紙 ：織姫公園内 機神山山頂古墳【市指定史跡】（平成20年撮影）
足利のまちを一望できる機神山（はたがみやま）の山頂を利用した全長３６ｍ以上の２段築成の前方後円墳で、
機神山古墳群中の1基です。
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令
和
6
年
６
月
12 
日
足
利
法
人
会

第
13 
回
通
常
総
会
開
催

　
公
益
社
団
法
人
足
利
法
人
会
は
、去
る
６
月

12
日（
水
）に
ニ
ュ
ー
ミ
ヤ
コ
ホ
テ
ル
本
館
で
、午

後
４
時
か
ら
、第
13
回
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
総
会
は
、今
泉
総
務
委
員
会
副
委
員
長
の
司

会
で
、出
席
者
81
名
、委
任
状
８
９
６
名
で
定
款

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
会
が
成
立
し
た
旨
の

報
告
の
後
、柳
田
副
会
長（
総
務
委
員
長
）の
開

会
の
辞
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、板
橋
会
長
か
ら
、コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い

て
1
年
が
た
ち
、当
法
人
会
の
事
業
に
つ
い
て
も

順
調
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、昨

年
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、世
界
的
に
不
安
定
な
情
勢
の
中
、モ
ノ

不
足
や
物
価
高
な
ど
、経
済
活
動
や
日
常
生
活
に

つ
い
て
、大
変
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、Ｍ
Ｄ
部
会
や
女
性
部
会
に
つ

い
て
は
、租
税
教
室
講
師
派
遣
や
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
の
ほ
か
、各
種

セ
ミ
ナ
ー
、交
流
事
業
な
ど
積
極
的
に
実
施
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
員
増
強
に
つ
い
て
は
、入
会
66
社
、退
会
61

社
で
30
年
ぶ
り
に
純
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、企
業
の
福
利
厚
生
制
度
に
つ
い
て
は
、

提
携
保
険
会
社
３
社
に
お
い
て
、経
営
者
や
従
業

員
の
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

更
な
る
制
度
の
魅
力
向
上
と
普
及
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
が
、

会
員
同
士
の
交
流
や
協
力
が
大
変
重
要
と
な
る

の
で
、法
人
会
と
し
て
様
々
な
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、議
長
に
板
橋
会
長
を
選
出
、議
事
録
署

名
人
に
は
、阿
部
勝
常
任
理
事
及
び
鈴
木
利
男
常

任
理
事
を
指
名
、両
人
と
も
こ
れ
を
承
諾
し
、議

事
に
入
り
ま
し
た
。

６
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
及
び

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
、

５
年
度
事
業
報
告・収
支
決
算
の
承
認

　
ま
ず
、「
第
１
号
報
告
　
令
和
６
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て
」及
び「
第
２
号
報
告
　
令
和
６
年
度

収
支
予
算
に
つ
い
て
」、一
括
し
て
説
明
の
後
、特
段

の
質
疑
等
も
な
く
、終
結
し
ま
し
た
。

　
次
に
、令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
説
明
後
、特
段
の
質

疑
も
な
く
、終
結
し
ま
し
た
。

　
次
に
、「
第
１
号
議
案
　
令
和
５
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て
」及
び「
第
２
号
議
案
　
令
和
５
年
度

収
支
決
算
に
つ
い
て
」、一
括
し
て
説
明
の
後
、会
計

監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、代
表
し
て
関
口
監
事
よ

り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。　

　
こ
の
後
、特
段
の
質
疑
等
も
な
く
、挙
手
に
よ

り
採
決
し
た
結
果
、両
案
と
も
案
の
と
お
り
全
会

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、板
橋
会
長
か
ら
会
員
増
強
運
動
功
労

者
４
名
、福
利
厚
生
制
度
推
進
功
労
者
５
名
の

方
々
に
感
謝
状
及
び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、全
法
連
及
び
県
法
連
表
彰
者
に
つ
い
て

も
、紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、高
橋
足
利
税
務
署
長
及
び
塚
原
副
市

長
か
ら
の
祝
辞
や
、来
賓
紹
介
及
び
祝
電
の
披
露

が
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、板
橋
副
会
長
の
閉
会
の

辞
で
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、新
入
会

員
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、盛
況
の
内
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

第13回

通
常
総
会
結
果

令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
を
承
認

上　左から足利不動産株式
会社両毛支社様、蓼沼恵様、
松﨑照美様、北野保美様
下　左から小幡登子様、渡辺
信行様、板橋信行会長、冨田
隆様、千秋直紀様

感謝状の贈呈
全国法人会総連合（全法連）、栃木県法人会連合会（県法連）、
足利法人会から次の方々に感謝状が贈呈されました。

県法連功労者表彰 副 会 長　鈴木　暁子様、
常任理事　阿部　　勝様、 理　　事　齋藤千恵子様

全法連功労者表彰 副 会 長　板橋　　毅様、
常任理事　渋木　豊文様、 監　　事　小泉　栄志様

足利法人会功労者表彰
■会員増強功労　会長感謝状受賞者（4名）
　常任理事　　　　　　冨田　　隆様
　理　　事　　　　　　渡辺　信行様
　理　　事　　　　　　千秋　直紀様
　女性部会副部会長　　小幡　登子様

■福利厚生制度推進功労　会長感謝状受賞者（5名）
　大同生命保険株式会社 宇都宮支社足利営業所 松﨑　照美様/蓼沼　恵様/
　   北野　保美様
　ＡＩＧ損害保険株式会社代理店 足利小山信用金庫 理事長　冨田　　隆様
　アフラック生命保険株式会社代理店 足利不動産株式会社 副部長　田崎　亮一様

挨拶をする板橋会長
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令和5年度　事業報告のあらまし

区　　　分
法　人　会
ＭＤ部会
女性部会

R5/4/1
1,677
74
28

 入　会
66
9
3

退　会
61
6
3

R6/3/31
1,682
77
28

全法人数
3,459
̶
̶

加入率
47.0%
̶
̶

■ 組織関係　会員・部会員の状況は次のとおりです。今後も会員増強に向けて努力してまいります。

法人税･消費税等申告説明会や改正税法説明会等各種説明会を実施し、租税教室へ講師を派遣いたしました。

❶「国政の健全な運営の確保に資することを目的とする事業（認定法別表１８号事業）」

❷ 「地域社会の健全な発展に資する事業（認定法別表１９号事業）」　　
（１）地域企業の健全な発展に資する事業

（１）税知識の普及を目的とする事業

インターネットセミナーの受講推進や一般公開講演会を開催いたしました。

（２）地域社会への貢献を目的とする事業
足利市子ども夢基金や市内小学校の図書購入費等への寄附やボランティア清掃活動を実施しました。

 会員増強運動の推進や懇親会等を開催しました。

広報誌（法人会だより）の発行や第１２回税に関する絵はがきコンクール募集・審査・表彰・展示しました。
また、「税を考える週間」税を知って楽しい１日の共催や新春講演会（高橋宏美足利税務署長）を開催いたしました。

（２）納税意識の高揚を目的とする事業

税制改正アンケート調査を実施し、令和６年度税制改正提言書を市長等へ提出いたしました。

（３）税制・税務に関する調査研究並びに提言に関する事業

（１）会員交流及び福利厚生を目的とする事業

各種事業を推進するに当たっては、通常総会（１回）、理事会（３回）、正副会長会議（４回）、各委員会、ＭＤ・女性部会の役員会
等随時開催し、事業の円滑な推進のために協議検討を行いました。

（２）管理運営に関する事業

❸ 「その他の事業」（会議・管理関係等含む）

Ⅰ 一般正味財産の部
ｉ 経常増減の部
（1） 経常収益
 1　特定資産運用益
 2　受取会費
 3　事業収益
 4　受取補助金
 5　受取負担金
 6　雑収益
　　経常収益計　Ａ
ii 経常外増減の部
（1） 経常外収益

科　　目 5年度決算 6年度予算
Ⅰ 一般正味財産の部
ｉ 経常増減の部
（２）経常費用
 １　事業費
 ２　管理費
経常費用計　Ｂ
当期経常増減計（Ａ－Ｂ）
ⅱ 経常外増減の部
（1）経常外収益
（２）経常外費用
法人税等引当支出
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
Ⅱ 指定正味財産増減の部
Ⅲ 正味財産期末残高 

科　　目 5年度決算 6年度予算

※なお、詳細については、ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

　　　　193
7,289,800
1,467,000
9,369,000
1,038,000
 1,046,976
20,210,969

0

600
7,260,000
 740,000
9,154,200
1,062,000
390,200

18,607,000

  　　　　0

18,179,106
3,223,511
21,402,617
△1,191,648

0
0
0

△1,191,648
13,117,359
11,925,710
　　　　

11,925,710

17,286,572
3,481,428
20,768,000
△2,161,000

0
0
0

△2,161,000
11,802,000
9,641,000

9,641,000

令和5年度収支決算・6年度収支予算 （単位：円）

収入の部 支出の部
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ＭＤ部会・女性部会の令和5年度の主な事業

項　　目 5年度決算 6年度予算
　　828,000
510,015
300,000

24
1,316,274

3,014,313

　　900,000
230,000
300,000

203
840,797

2,271,000

（単位：円）
収入の部

●ＭＤ部会
5年 ４月２７日（木）  MD部会通常総会   25名 
 ５月１1日（木）～6月29日（木） 租税教室講師派遣（１２校５７６名） 
 ７月  ５日（水）  ＭＤ部会・女性部会合同セミナー  20名　　　　　　　　
　　　 ７月２６日（水）  チャリティーゴルフコンペ  24名
　　　１０月１３日（金）～１４日（土） 宿泊見学研修会（福岡市他）  18名
　　　１１月  ９日（木）～１１日（土） 全国青年の集い山形大会  　３名

●女性部会
５年 ４月１２日（水）～１４日（金） 全国女性フォーラム静岡大会    ２名
 ４月２６日（水）  女性部会通常総会     ９名　
 ７月  ５日（水）  ＭＤ部会・女性部会合同セミナー   20名
 ９月２７日（水）  第１２回税に関する絵はがきコンクール審査会 １０名
   １６小学校から５３７点の応募があり、会長賞等２５点を顕彰した。
　　　１０月  ６日（金）  女性部会創立40周年記念式典・パーティー ３２名
　　　１０月２４日（火）  日帰り見学研修会（東京タワー・浅草） １５名
６年 １月１１日（木）  新春講演会   ６３名

ＭＤ部会・女性部会の令和５年度収支決算・令和６年度収支予算
［ＭＤ部会］

会  費
事 業 収 入
補 助 金
雑 収 入
繰 越 金

合 計

項　　目 5年度決算 6年度予算
　1,836,048
157,468
70,000
5,000
5,000

100,000
0

2,173,516

　1,690,000
300,000
50,000
30,000
6,000

100,000
95,000

2,271,000

支出の部

事 業 費
会 議 費
事 務 局 費
慶 弔 費
雑 費
周年事業積立金
予 備 費
合 計

項　　目 5年度決算 6年度予算
　　  150,000
   684,800
818,010   
330,000

8
240,239

2,223,057

　　  162,000
   410,000

   0
330,000

597
   346,403

1,249,000

（単位：円）
収入の部

［女性部会］

会  費
事 業 収 入

補 助 金
雑 収 入
繰 越 金

合 計

項　　目 5年度決算 6年度予算
1,637,018
115,636
13,000
10,000
1,000

100,000
0

1,876,654

1910,000
180,000
13,000
20,000
1,000

100,000
25,000

1,249,000

支出の部

事 業 費
会 議 費
事 務 局 費
慶 弔 費
雑 費
周年事業積立金
予 備 費
合 計

創立40周年記念事業引当金

新規加入法人 業　　種 代  表  者 住　　所
㈱ワールドプラス

㈱桐生タイムス

通所・短期入所介護事業

情報通信業

足利市福居町545

桐生市東4-5-21

笠 原  徹

木 村 洋 一

宜しくお願いします 令和6年３月1日～令和6年６月３０日新規会員のご紹介

新会員募集
のお知らせ

法人会は、健全な納税者の団体、良き経営者を目指す者の団体です。

足利法人会では、新会員を募集しています。会員の皆様のお知り合いの方をご紹介ください。
1税に関する各種研修　2 異業種交流や情報取得　3 地域社会への貢献活動
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　租税教室は、将来を担う子供たちに正しい税の知
識を持っていただくという国税庁の方針で推進され
ているものです。法人会としても、こうした租税教室に
積極的に講師派遣をしております。
　本年度、当会におきましては、小学校１４校の租税
教室を担当いたしました。
　令和２年度から学習指導要領が変更となり、税に
関する授業が3学期から1学期になったことから、今
年度も５、６月にすべての小学校で租税教室を実施
いたしました。担当学校数も増え、多くのＭＤ部会役

長MD部会長

青葉小学校

亀井MD監事

山前小学校

星野MD副部会長

葉鹿小学校

田米開MD理事

葉鹿小学校

長MD部会長

南小学校

小倉MD副部会長

南小学校

亀井MD監事

山辺小学校

荻野MD理事

山辺小学校

小倉MD副部会長

坂西北小学校

星野MD副部会長

御厨小学校

桜井MD部会員

御厨小学校

齋藤MD理事

御厨小学校

梅原MD副部会長

名草小学校

富田19代MD部会長

矢場川小学校

長MD部会長

けやき小学校

田米開MD理事

毛野小学校

亀井MD監事

毛野小学校

亀井MD監事

久野小学校

昆MD理事

大月小学校

田米開MD理事

毛野南小学校

員等の皆様にご協力をいただきました。
　対象者の６年生は、熱心にそして興味深く聴講さ
れ、税に関する知識の向上に貢献できたものと考え
ております。
　併せて、こうした租税教室を通じて、学習したこと
をもとに当会女性部会を中心に、「税に関する絵はが
きコンクールの募集」をしており、児童たちに積極的
にコンクールに応募していただくようお願いをいたし
ました。

令和
6年度



7　足利法人会だより 第170号

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
」

会
員
寄
稿
コ
ー
ナ
ー（
十
）

　
夏
季
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。

　
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
メ
ダ
ル
も
確
定
し
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
。様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が
あ
り
ま
す
が
、近
年

の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
は
、世
界
を
相
手
に
金
メ
ダ
ル
を
狙
え

る
各
種
目
も
多
く
な
り
活
躍
す
る
チ
ー
ム
や
選
手
に
感
動
と

勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
注
目
競
技
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
す
。日
本
代
表

チ
ー
ム
男
女
と
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
決
め
ま
し
た
。日
本

バ
ス
ケ
界
も
漫
画
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
の
影
響
や
日
本
か
ら
Ｎ
Ｂ

Ａ
入
り
し
た
八
村
塁
選
手
の
活
躍
な
ど
も
あ
っ
て
人
気
急
上

昇
に
あ
り
ま
す
。

　
私
は
中
学
生
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
レ
ベ
ル
は

違
い
ま
す
が
選
手
、公
認
審
判
員
、指
導
者
の
経
験
を
さ
せ
て

も
ら
い
、多
く
の
仲
間
や
学
び
得
た
も
の
は
大
き
く
、私
自
身

の
支
え
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。現
在
で
は
地
元
プ
ロ
バ
ス
ケ

チ
ー
ム
宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
応
援
を
続
け
て
い
ま
す
。ブ

レ
ッ
ク
ス
は
Ｂ
リ
ー
グ
二
度
の
日
本
一
に
輝
き
、日
本
人
で
初

め
て
Ｎ
Ｂ
Ａ
入
り
を
果
た
し
た
田
臥
勇
太
選
手
も
所
属
す
る

チ
ー
ム
で
す
。中
で
も
主
力
の
比
江
島
慎
選
手
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
の
ト
ッ
プ
選
手
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。ま
た
、女

子
日
本
代
表
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
林
咲
希
選
手
は
地
元

白
鷗
大
学
の
出
身
で
も
あ
り
地
元
か
ら
活
躍
す
る
選
手
を
応

援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
、今
も
続
く
戦
争
の
終
息
や
世
界
平

和
を
願
い
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
期
待
を
込
め
て
。

ガ
ン
バ
レ
‼
ニ
ッ
ポ
ン
‼ 公

益
社
団
法
人

　足
利
法
人
会

　副
会
長
兼
組
織
委
員
長

　板
橋

　毅

　
　
　
　
　
　
　
　

 ﹇
株
式
会
社
板
橋
製
作
所

　代
表
取
締
役
﹈

調圧水槽（防災地下神殿）

　
去
る
４
月
１８
日（
木
）第
１８
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
広
島
大
会
が
、広

島
市
の「
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」で
、全
国
か
ら
約
１
，６
０
０
名
と
大
勢
の
参

加
の
中
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
１
部
で
は
、記
念
講
演
と
し
て
、広
島
交

響
楽
団 

桂
冠
指
揮
者 

下
野
竜
也
氏
か
ら「
音
楽
・
師
と
の
出
会
い
〜
今
、我
々
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
〜
」と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。第
２
部
の
式
典
で
は
、絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
紹
介
、ス
ロ
ー
ガ
ン
唱
和
そ

し
て
、活
動
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。第
３

部
の
懇
親
会
で
は
、山
根
神
楽
団
に
よ
る「
八
岐

大
蛇
」が
披
露
さ
れ
、次
期
開
催
県
北
海
道
法
人

会
か
ら
動
画
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
２１
日（
金
）、女
性
部
会
主
催
の
日
帰
り
見
学
研

修
会「
鉄
道
博
物
館
と
首
都
圏
外
郭
放
水
路
」を
１４
名

の
方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
鉄
道
博
物
館
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
を
お
願

い
し
、説
明
を
聞
き
な
が
ら
１
時
間
の
見
学
を
し
ま
し

た
。そ
の
後
自
由
行
動
３０
分
弱
で
し
た
が
、思
っ
て
い
た

よ
り
広
く
、す
べ
て
を
回
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昼
食
は
、さ
い
た
ま
市
の「
ア
ル
ー
ピ
ー
ノ
」で
フ
ラ
ン

ス
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
首
都
圏
外
郭
放
水
路
は
、他
の
団
体
や
個
人
数
組
の
約
５０
名
と
一
緒
の
見
学
と

な
り
ま
し
た
。朝
か
ら
強
い
降
雨
の
た
め
一
部
河
川
の
水
が
流
入
し
た
こ
と
か
ら
、

今
回
は
調
圧
水
槽（
地
下
神
殿
）の
下
ま
で
降
り
ら

れ
ず
、作
業
用
通
路
か
ら
の
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

埼
玉
県
の
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
造
ら
れ

た
世
界
最
大
級
の
地
下
放
水
路
で
、巨
大
な
柱
が

５９
本
林
立
し
た
防
災
地
下
神
殿
は
、ま
さ
に
パ
ル

テ
ノ
ン
神
殿
を
想
起
さ
せ
る
壮
大
な
も
の
で
し
た
。

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
広
島
大
会
に
参
加

女
性
部
会
日
帰
り
見
学
研
修
会
の
開
催

参加者の皆さん

左の絵と右の絵には相違点が
７か所あります。
見つかりますかな？

（答えは次のページにあります）

『 人間万事金世中 』



演題

法
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

地域社会貢献活動　優良映画鑑賞会の開催

地域社会貢献活動　一般公開講演会の開催

日　時

場　所

申込先

令和６年 8月２７日（火）
午後1時30分開場・午後2時開演（寄附贈呈式後、上映約107分）

公益社団法人 足利法人会 TEL 43-2866  FAX 43-2867

■ 毎年市内の小中学生等を対象に優良映画を無償提供している地域社会貢献活動の一環です。

お申し込みは
こちらから

上映に先立ち、足利市こども夢基金への寄附金の贈呈式を予定しております。

令
和
６
年
度 

主
な
行
事
予
定

８
月
 ２１
日（
水
） 法
人
税・消
費
税
等
申
告
説
明
会

　
 
２７
日（
火
） 優
良
映
画
鑑
賞
会

１０
月
 ３
日（
木
） 法
人
会
全
国
大
会〝
鹿
児
島
大
会
〞

 

１６
日（
水
） 改
正
税
法
説
明
会

 

２４
日（
木
） 一般
公
開
講
演
会

１１
月
 上
　
　
旬
 
第
２
回
理
事
会

 

８
日（
金
） 全
国
青
年
の
集
い〝
福
井
大
会
〞

 

１２
日（
火
） 織
姫
神
社
清
掃
奉
仕

 

１２
日（
火
） 法
人
税・消
費
税
等
申
告
説
明
会

 

中
　
　
旬
 
納
税
表
彰
式

 

21
日（
木
） 年
末
調
整
説
明
会

 

下
　
　
旬
 
税
制
改
正
提
言
書
提
出

１２
月
 １０
日（
火
） 新
設
法
人
説
明
会

 

１３
日（
金
） e-

Ta
x
利
用
促
進
研
修
会

１
月
 １４
日（
火
） 新
春
講
演
会
及
び
新
年
合
同
賀
詞
交
歓
会

２
月
 １２
日（
水
） 法
人
税・消
費
税
等
申
告
説
明
会

３
月
 中
　
　
旬
 
第
３
回
理
事
会

会員の皆様へ

公益社団法人
足利法人会

■発行所／

■発行人／会長  板橋 信行　■広報委員長／尾花 正一　■印刷デザイン／足利印刷㈱

〒326-0801 栃木県足利市有楽町835番地（商工会議所北事務所内）
TEL 0284-43-2866  FAX 0284-43-2867

http://www.acs-net.jp/̃ashihou/ asihou＠watv.ne.jp

●●●会社名、代表者、所在地、資本金等の変更がありましたら、法人会事務局にご連絡ください。●●●
本製品は、①適切に管理されたFSC®認証林およびその他の管理
された供給源からの原材料で作られた紙を用いて「森林資源保全」
に配慮して、②GP認定工場で印刷し、発行しています。

インターネット
セミナーの ご 内案

足利法人会の会員企業の皆様ならどなたでも無
料で５００タイトル以上のインターネットセミナー
を受講いただけます。昨年は、1ヵ月当たり約
600件のアクセスがあり、大変好評でした。

足利法人会ホームページ左下のバナー
をクリック！インターネットセミナー

▶会員専用IDとパスワードはこちら

パスワード会員ID 0713 2866

海を愛する美しい少女モアナが、島の危機を救うために冒険を繰り広げる

どなたでも参加できます。
奮ってご参加ください。

事前申込が必要です

お申し込みは
こちらから

事前申込が必要です
あしかがフラワーパークプラザ（市民プラザ）・文化ホール

日　時

会　場

令和６年 10月２４日（木）
午後3時30分 開場・午後4時 開演
ニューミヤコホテル本館３F

講 師

祈りのまち『足利』の歴史まちづくり

定　員 先着100名 入　場 無料

令
和
７
年

令
和
６
年

入場
無料

“海に
選ばれた

”モアナが美しい伝説の海へと旅立つ！！ディズニー・アニメーション・スタジオ

大岩山毘沙門天 副住職　沼尻 了俊氏
ぬま じり　  りょう しゅん

　　　　　　　　　　　　①月の位置（中上） ②岩の数（中上） 
③女性の目線（左中） ④男性の髪型（中央） ⑤船の向き（中央） 
⑥カニの大きさ（中央） ⑦丁稚のマゲ（中央）

間違い探しの答え


